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4)炭 酸ガスレーザー凝固モー ド照射後の血管

の再生

○櫻井 裕子,奥 山 典子,加 藤 美奈

伊東 博司,山 崎 章

(奥羽大 ・歯 ・口腔病態解析制御)

【目 的】近年,組 織凝固を目的とした炭酸ガス

レーザー照射が,口 腔粘膜病変の治療 に用いられ

効果 を上げているが,そ の科学的裏づけは十分に

なされていない。本研究では,炭 酸ガスレーザー

凝固モー ド照射後の組織の修復過程 を明 らかにす

る目的で,血 管,特 に口蓋動脈の再生に焦点 を当

て,組 織学的に検索 した。

【方 法】7週 齢雄性Wistarラ ッ トの臼歯部 口

蓋動脈に,パ ナソニ ックレーザーPanalasCO5Σ

を使 用 し レー ザ ー照 射 を 行 っ た。 照 射 後

1,3,5,7日 に試料採取を行い,リ ン酸緩衝4%

パ ラホル ムアルデ ヒ ドにて固定行 った後,パ ラ

フィン包埋 した。次いでH-E染 色にて病理組織

学的変化を検索 し,再 生修復する動脈壁での細胞

動 態 を把 握 す る た め に抗 α一smoothMuscle

Actin抗 体(以 下 α一SMA),抗vonWmllebrand

factor抗 体(以 下vWF>を 用 いて免疫組織化学

的に検討 した。

【結 果】1.口 蓋動脈は,実 験期間を通 して基

本的構築を維持 し断裂 ・閉塞はみ られなかった。

2.照 射後1日 では,内 皮細胞はレーザー創,創

辺縁 ともに消失 していた。平滑筋層は,レ ーザー

創 中心部では凝固壊死 し,創 辺縁では,細 胞の空

胞化がみられた。

3.照 射後3日 では,内 皮細胞は,創 辺縁から既

存の血管壁に沿って腔の裏層を開始 していた。 し

か し,筋 層で は空 胞化 してい た細胞 において

α-SMAの 陽性反応が消失 し壊死が生 じていた。

4.照 射後5日 では,内 皮細胞による血管腔の裏
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層 が進行 して い た。創 辺 縁 の平 滑筋 層 に は,

α-SMA陽 性の細胞が浸入 し,平 滑筋の再生が開

始 されていた。

5.照 射後7日 では,内 皮細胞が,レ ーザー照射

によって凝固壊死した血管の内面全域 を裏層 して

いた。平滑筋層の再生も進んでいたが,レ ーザー

創中心部に凝固壊死が残存 していた。

【結 論】炭酸ガスレーザー凝固モー ド照射では,

血管は凝固壊死に陥るものの破壊はされずその基

本構築が維持 され,再 生はそれを足場 に進むこと

が示めされた。その際,内 皮細胞の再生が先行 し,

遅れて筋層が再生 した。
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